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●
事
例
紹
介
●

演

習
授

業

を

通

じ

た

サ

ー
ビ

ス

・
ラ

ー

ニ
ン
グ

松

本
　
潔

（
産
能
短
期
大
学
講
師
）

「

産
能
短
期
大
学
に
お
け
る
演
習
授
業

「課
題
実
践
」

産
能
短
期
大
学
で
は
、
体
験
学
習
を
核
と
し
た
演
習
授
業

「課
題

実
践
」
が
、
二
〇
〇
三
年
度
の
文
部
科
学
省

「特
色
あ
る
大
学
教
育

支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
た
が
、
本
事
例
は
こ
の
全
学
的
に

取
り
組
む

「課
題
実
践
」
に
お
け
る

一
つ
の
演
習
授
業

「松
本
ク
ラ

ス
」
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

「課
題
実
践
」
は
、

本
学
短
大
の
教
育
目
標

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
力
の
育
成
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
①
現
実
の
場
か
ら
学
ぶ
自
己
学
習
力
、
②
仕
事
を
実

践
す
る
P
D
S
（
P
l
a
n
-
D
o
-
S
e
e
）

実
践
力
、
③
多
様
な
メ
ン
バ
ー

と
協
働
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
④
障
害
を
乗
り
越
え
る
創

造
的
な
問
題
解
決
力
、
と
い
う
四
つ
の
具
体
的
な
教
育
目
標
を
掲
げ
、

一
年
次
に
学
習
し
て
き
た

「チ
ー
ム
学
習
の
ス
テ
ッ
プ
」
、
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
な
ど
の
体
験
学
習
の
方
法
を
学
ぶ
科
目
群
と

「
日
本

語
表
現
-
書
く
技
術
」
、
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
―
話
す
技
術
」
、

「パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
」
、
「情
報
活
用
演
習
」
な
ど

の
リ
テ
ラ
シ
ー
科

目
群
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
二
年
次
に
お
い
て
演
習
授
業
と
し
て
展
開

さ
れ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

二

「サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
導
入
の
き

っ
か
け

筆
者
は
都
内
墨
田
区
に
あ
る
生
涯
学
習
推
進

の
N
P
O
法
人
す
み

だ
学
習
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
今
日
ま
で
約
四
年
半
に
渡

っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
活
動
に
取
り
組
む
う

ち
に
、
細
や
か
な
側
面
に
ま
で
及
ぶ
活
動
、
す
な
わ
ち
日
々
の
活
動

の
業
務
改
善
や
調
査
業
務
な
ど
に
取
り
組
む
に
は
、
こ
の
組
織
内
の

人
的
資
源
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
（
例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

登
録
を

し
て
い
て
も
事
業
活
動

へ
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
が
限
ら
れ
て

い
る
等
）

こ
と
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
N
P
O

の
人
的
資
源
管
理
に
対
す
る
問
題
点
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の

日
々
の
活
動
を
通
じ
て
互
い
に
認
識
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、
な
か
な

か
解
決
に
向
け
て
の
活
動
に
着
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
、
N
P
O
法
人
内
部
の
人
的
資
源
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

や
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
）
間
の
協
働
を
踏
ま
え
、
筆
者
が
勤
務
す
る
産

能
短
期
大
学
と
N
P
O
法
人
と
の
組
織
間
の
協
働
を
試
み
る
こ
と
を

ア
イ
デ
ア
と
し
て
想
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
ず
、
筆
者
が
本
務
の
大
学
側
（
学
長
）

に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

趣
旨
を
伝
え
、
授
業

の
一
環
と
し
て
短
期
大
学
生
（
筆
者
担
当
の
演

習
授
業

の
受
講
者
で
あ
る
二
年
生
）
と
N
P
O
法
人
と
の
業
務
改
善

活
動
に
関
す
る
協
働
を
行
う
こ
と
の
了
解
を
得
て
、
二
〇
〇
〇
年

一

二
月
に
当
該
N
P
O
法
人
の
事
務
局
長
に
本
件
を
提
案
し
た
こ
と
が

本
事
例

の
始
ま
り
で
あ

っ
た
。

つ
ぎ
に
、
N
P
O
法
人
の
理
事
長
に

二
〇
〇

一
年

一
月
に
非
公
式

の
形
で
本
件
の
了
解
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
当
該
組
織
の
業
務
改
善
に
お
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
課
題
と

し
て
企
画
提
案
書
に
ま
と
め
、
理
事
会
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
正

式
に
理
事
会
に
お
い
て
全
理
事
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
が

二
〇
〇

一
年
二
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を

踏
ん
で
、
N
P
O
法
人
の
課
題
解
決
を
本
学
短
期
大
学
と
の
連
携
の

下
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
手
続
き
を
完
了
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
N
P
O
法
人
と
短
期
大
学
と
の
協
働
は
、
「
サ
ー
ビ

ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と

い
う
授
業
方
式
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
実
現

さ
れ
、
二
〇
〇

一
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
の
三
年
間
取

り
組
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ま
ず
本
事
例
の
概
念
的
枠
組
み
お
よ
び
活
動
内
容
を

提
示
し
、
短
期
大
学
側
の
人
的
資
源
と
し
て
参
加
し
た
学
生
の
学
習

成
果
、
さ
ら
に
N
P
O
法
人
側
で
の
組
織
の
業
務
改
善
や
調
査
業
務

に
対
す
る
成
果
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三
　
本
事
例
の
概
念
的
枠
組
み
と
活
動
内
容

ま
ず
、
N
P
O
法
人
と
短
期
大
学
と
の
協
働
活
動
の
具
体
的
な
内

容
紹
介
の
前
に
、
双
方
の
組
織
間
協
働
の
接

着
剤
と
な

っ
て
い
る

「サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
授
業
方
式
に
つ
い
て
、
そ
の

概
念
を
以
下
に
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
こ
で
、
「サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に

つ
い
て
、
兵
庫
教
育

大
学
の
佐
々
木
正
道
教
授
は
、
「
ア
メ
リ
カ

一
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン

グ
へ
の
取
り
組
み
」
（
財
団
法
人
内
外
学
生
セ

ン
タ
ー
編

『大
学
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
―
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
財
団
法
人

内
外
学
生
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇

一
年
、
六
〇
頁
）
と

い
う
論
文
に
お
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い
て
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
づ
け
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
コ

ロ
に
い
う
と
、
S
L
（
S
e
r
v
i
c
e
 
L
e
a
r
n
i
n
g
）

は

一
般
に
称
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
違
う
。
S
L
は
見
返
り

を
求
め
な
い
伝
統
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
概
念
に
基
づ
く
も

の

の
、
強

い
て
い
え
ば

『学
習
』
を
見
返
り
と
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
学
生
側
と
そ
れ
を
受
け
る
側
と
が
対
等
の
互
酬

関
係
に
立
ち
、
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
を
授
業
内
容
に

連
結
さ
せ
学
習
効
果
を
高
め
る
と
共
に
、
責
任
あ
る
社
会
人
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
つ
ま
り
、
S
L
は
従
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
よ
う
に
、
提
供
す
る
側
か
ら
の

一
方
的
な
奉
仕
活
動
（
サ
ー

ビ
ス
）
だ
け
で
は
な
く
、
奉
仕
活
動
を
通
し
て
そ
れ
を
受
け
る
側
か

ら
ま
た
は
活
動
自
体
か
ら
学
ぶ
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
と
い
う
双
方
向
的

要
素
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
人
々
の
た
め
に
で
は
な

く
、
人
々
と

一
緒
に
行
う
も
の
と
も
い
え
る
。
こ
の
点
で

『サ
ー
ビ

ス
』
を
強
調
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
や

『
ラ
ー
ニ
ン
グ
』
を

強
調
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
（
実
地
研
究
）
等
と
も
異
な
る
」

と
そ
の
定
義
お
よ
び
特
徴
を
論
じ
て
い
る
。

な
お
、
本
事
例
の
サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
試
み
は
、
佐
々
木

教
授
の
こ
の
定
義
の
通
り
、
筆
者
の
担
当
す
る
専
門
教
育
科
目
で
あ

る

「経
営
学
」
に
お
け
る
実
務
的
手
法
（

例
え
ば
、
「市
場
調
査
」

や

「問
題
解
決
（
意
思
決
定
）
」
の
手
法
）
を
活
用
し
、
先
に
紹
介

し
た
演
習
授
業
を
通
じ
て
、
N
P
O
法
人
の
業
務
改
善
の
解
決
に
向

け
た
活
動
に
連
結
さ
せ
、
双
方
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
そ
う
と
す
る
こ
と

を
そ
の
主
な
狙
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
下
に
こ
の

「サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
概
要

と
三
年
間
の
取
組
状
況
を
順
次
紹
介
す
る
。

一
）
二
〇
〇

一
年
度
の
活
動
内
容

最
初
に
、
二
〇
〇

一
年
四
月
の
理
事
会
に
お

い
て
具
体
的
な

「サ

ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
内
容
お
よ
び
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
を
提
示
し
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
上
で
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
二
〇
〇

一
年
度
の

「サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
メ
ニ
ュ
ー
は
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
の
行
動

・
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
援
助
、
②
N
P
O
法
人
発
行

の
情
報
紙
の
配
布
先

で
の
残
部
数
の
調
査
業
務
、
そ
し
て
③
セ
ミ
ナ
ー
開
催
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
分
析
の
三
つ
で
あ

っ
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
N
P
O
法
人
と
短
期
大
学

間
の
会
議
（
月

一
回
程
度
の
開
催
）
を
通
じ
て
、
学
生
が
取
り
組
ん

で
き
た
調
査
分
析
や
業
務
改
善
提
案

の
成
果
を
双
方
の
メ
ン
バ
ー
間

で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
会
議
（
報
告

会
）
は
、
学
生
た
ち
の
取
り
組
ん
で
き
た
学
習
成
果
が
試
さ
れ
る
場
、

す
な
わ
ち
体
験
学
習
の
場
と
な
り
、
具
体
的
に
は
調
査
結
果
の
報
告

書
作
成
や
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
N
P
O
側
か
ら
評
価
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
位
置
づ
け
は
、
短
大
学
生
側
か
ら

は
上
記
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
活
動
の
報
告
を
行
い
、
N
P
O
法
人
か

ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
や
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
よ
り
学
生
の

報
告
に
対
す
る
厳
し
く
も
温
か
い
コ
メ
ン
ト
（
資
料
の
不
備
や
発
表

時
の
声

の
大
き
さ
等
）
を

い
た
だ
き
、
次
回
会
合
ま
で
に
双
方
が
取

り
組
む
事
項
や
学
生
側
が
行
う
修
正
作
業
の
確
認
が
主
な
目
的
で
あ

り
、
年
度
末
の
最
終
報
告
書
の
作
成
と
そ
の
報
告
会
に
向
け
て
継
続

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
〇

一
年
度
か
ら
三
年
間
継
続
さ
れ
実
施
し
て
き
た
、

N
P
O
法
人
発
行
の
情
報
紙
残
部
数
調
査
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
短

大
の
学
生
側
と
N
P
O
側
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
お
よ
び
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
と
の
間
で
実
地
調
査
の
役
割
分
担
を
行
い
、
情
報
紙
の
配
置

先
に
出
向

い
て
の
残
部
数
を
調

査
シ
ー
ト
に
記
録
し
、
集
計
分

析
を
行
う
こ
と
で
、
情
報
紙
の

配
置
数
を
調
整
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
こ

の
よ
う
な
市
場
調
査
手
法

に
基

づ
く
実
地
調
査

の
実
施
は
、
学

生
側
に
と

っ
て
は
経
営
実
務
手

法
を
試
す
よ
い
体
験
学
習
の
機

会
と
な
り
、
ま
た
N
P
O
側
に

と

っ
て
は
情
報
紙
発
行
後
の
残

部
数
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び
配
置
数
見
直
し
や
新
規
配
置
先
開
拓
（
二
〇

〇
四
年
度

の
N
P
O
の
活
動
に
お
い
て
、
情
報
紙
の
新
規
配
置
先
開

拓
と
し
て
、
学
生
が
提
案
し
た
病
院

へ
の
配
置
が
業
務
改
善
と
し
て

実
施
に
移
さ
れ
た
）
を
検
討
す
る
機
会
の
提
供

に
つ
な
が
っ
た
。

二
）
二
〇
〇
二
年
度
の
活
動
内
容

つ
ぎ
に
、
二
〇
〇
二
年
度
の

「サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、

基
本
的
に
N
P
O
法
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

・
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

か
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
メ
ニ
ュ
ー
を
公
募
の
形

で
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
、
理
事
会
承
認
の
下
に
、
以
下
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
む

こ
と
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
意
識
調
査

報告会 でのプ レゼ ンテ ーション場面

NPO法人の人たちと
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分
析
、
②
墨
田
区
か
ら
の
委
託
事
業
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
分

析
、
③

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
活
動
日
誌
集
計
分
析
、
④
N
P
O
法
人

発
行
の
情
報
紙
の
配
布
先
で
の
残
部
数

の
リ
サ
ー
チ
業
務
（
継
続
）
、

の
四
つ
で
あ

っ
た
。

二
〇
〇
二
年
度
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
前
年
度
と

同
様

の
年
間
の
会
議
（
報
告
会
）
な
ど
を
通
じ
て
、
N
P
O
法
人
の

業
務
改
善
を
目
指
し
て
滞
り
な
く
推
進
さ
れ
、
年
度
末
の
業
務
改
善

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
学
生
た
ち
に
よ
る
業
務
改
善
案
の
提

案
が
行
わ
れ
た
。

三
）
二
〇
〇
三
年
度
の
活
動
内
容

さ
て
、
二
〇
〇
三
年
度
実
施

の
「サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

の
活
動
は
、
以
下
の
四
項
目
が

あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①

N
P
O

法
人
発
行

の
情
報
紙

「
み
ら

い
」
の
配
布
先
に
お
け

る
残
部
数
調
査
分
析
（
継
続
）
、

②
N
P
O
法
人
主
催
の

「
ユ
ー

ト
リ
ヤ
祭
（
生
涯
学
習
講
座
受

講
者

の
発
表

・
展
示
会
）
」

の

ア
ン
ケ

ー
ト
集
計
調
査
分
析
、

③
東
京
都
内
に
お
け
る
生
涯
学
習
市
場
の
調
査
分
析
、
④
N
P
O
法

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
活
動
日
誌
の
集
計
分
析
（
継
続
）
、
の
四

つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
基
本
的
に
N
P
O
法
人

に
お
い
て
公
募
の
形

で
決
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
推
進
方
法
は
過
去
二
年
間
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
運
営
と
同
様
に
行
わ
れ
て
き
た
。

四
　
本
事
例
に
お
け
る
学
習
成
果
と
今
後
の
期
待

・
可
能
性

以
上
が
、
二
〇
〇

一
年
度
～
二
〇
〇
三
年
度

に
か
け
て
取
り
組
ま

れ
て
き
た

「サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
概
要
で

あ
る
が
、
ま
ず
短
大
の
学
生
側
の
学
習
成
果
と
し
て
は
、
授
業
で
取

り
組
ん
で
き
た
情
報
関
連
科
目
、
特
に
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
N

P
O
法
人
の
実
際
業
務
を
通
じ
て
実
体
験
で
き

る
点
、
ま
た
経
営
学

関
連
科
目
、
特
に
市
場
調
査
や
問
題
解
決
思
考
な
ど
の
手
法
を
実
際

の
業
務
や
調
査
を
通
じ
て
体
験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
点
が
あ
げ

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
学
生
た
ち
は
、
学
外
の
N
P
O
法
人
と

の
協
働

を
通
じ
て
、
社
会
や
地
域
の
市
民
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
N

P
O
法
人
と
い
う
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
組
織
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

実
情
を
改
め
て
見

つ
め
る
機
会
を
も

つ
こ
と
が

で
き
た
点
、
す
な
わ

ち
社
会
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
点
、
な
ど
を
そ

の
成
果
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
上
記
の
短
期
大
学
の
学
生
に
と

っ
て
の
学
習
成
果
は
、
二

○
〇

一
年
度
～
二
〇
〇
三
年
度
に
お
い
て
実
施
し
て
き
た
演
習
授
業

で
の
、
学
期
末
お
よ
び
年
度
末
の
レ
ポ
ー
ト
課
題
か
ら
読
み
取
り
、

そ
の
分
析
結
果
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
願

い

た
い
。

さ
ら
に
、
N
P
O
法
人
側
に
と

っ
て
の
成
果
は
、
そ
の
内
部
組
織

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
業
務
の
課
題
に
対
し
て
、
特
に
人
的
資
源

の
大
学
と
の
協
働
（

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
り
客
観
的
な
視
点

で
業
務
改
善
や
リ
サ
ー
チ
業
務
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
役
立

っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
N
P
O
法
人
側
か
ら
報
告
会
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
意

見
か
ら
、
上
記
の
諸
点
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
三
年
間
に
取

り
組
ん
で
き
た

「サ
ー
ビ

ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

の
効
果
に
つ
い
て
、

二
〇
〇
四
年
の
八
～
九
月
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
分

析
し
た
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
は
、
総
体
的
に
N
P

O
法
人
と
し
て
の
業
務
改
善
や
そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
調
査
業
務

の
〝
成
果
が
認
め
ら
れ
る
〟
、
と
い
う
回
答
が
半
数
以
上
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

以
上
、
短
大
生
側
お
よ
び
N
P
O
側
の
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し

て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
事
例
で
紹
介
し
た
、
演
習
授
業
を
通
じ

た

「サ

ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
双
方
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
べ

く
、
お
お
よ
そ
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
と
は
、
学
生
側
に
お
い
て
は
地

域
の
N
P
O
の
業
務
に
直
接
係
わ
る
こ
と
で
、
業
務
改
善
課
題
の
実

務
を
体
験
学
習
に
よ
り
実
体
験
で
き
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
達
成
感

や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ

て
社
会
的
視
野
が
広
が
る
点
な
ど
で
あ
り
、
N
P
O
側
に
と

っ
て
は

組
織
が
抱
え
る
業
務
改
善
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
外
部
の
人
的
資

源
と
の
協
働
の
下
に
そ
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
点
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な

「サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
学
生
側

に
と

っ
て
は
、
卒
業
後
も
含
め
て
社
会
や
地
域

で
の
市
民
活
動
に
参

加
す
る
と

い
う
、
"ラ
イ
フ

・
キ
ャ
リ
ア
"
形
成

へ
の
視
点
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
点
に
お
い
て
、
大
き
な
影
響
力
と
し
て
そ
の
効
用

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
上
記
の
こ
と
は
、
や
は
り
N
P

O
側
で
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
と

っ
て
も
、
社
会
や
地
域
に
お

け
る
市
民
活
動
参
加
に
よ
る

"ラ
イ
フ

・
キ
ャ
リ
ア
"
形
成
お
よ
び

地
域
活
性
化
の
促
進
剤
と
し
て
の
期
待
と
そ
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
と

い
え
る
。

学生とともに事務局職員も調査に


